2問診リスト画面
2.1設置フォーム
	No
	フォーム名
	種類
	補足

	1
	小児外来
	CHECKBOX
	有効にすることで、「外来」問診のデータを含めてリストに表示する。
入力変更によりリストを更新する。

今回のデフォルト値は有効。

	2
	救急外来
	
	有効にすることで、「救急」問診のデータを含めてリストに表示する。
入力変更によりリストを更新する。
今回のデフォルト値は無効。

	3
	小児データ
	CHECKBOX
	有効にすることで、「小児」問診のデータを含めてリストに表示する。
入力変更によりリストを更新する。
今回のデフォルト値は有効。

	4
	内科データ
	
	有効にすることで、「内科」問診のデータを含めてリストに表示する。
入力変更によりリストを更新する。
今回のデフォルト値は無効。

	5
	電話相談データ追加
	CHECKBOX
	有効にすることで、「電話相談」問診のデータを含めてリストに表示する。
入力変更によりリストを更新する。
今回のデフォルト値は無効。

	6
	救急隊データ追加
	
	有効にすることで、「救急隊」問診のデータを含めてリストに表示する。
入力変更によりリストを更新する。
今回のデフォルト値は無効。

今回はDISABLEとする。

	7
	日付
	SELECT
	リスト表示する「問診リスト」の日付を特定する。
入力変更によりリストを更新する。

デフォルト値は画面表示した当日とする。

	8
	診察一覧
	BUTTON
	押下により、1,2,3,4,5,6の条件で「問診リスト」を表示する。

	9
	小児健診
	BUTTON
	今回はDISABLEとする。

	10
	検査処置
	BUTTON
	今回はDISABLEとする。

	11
	日誌
	BUTTON
	押下により、「業務日誌リスト」を表示する。

	12
	検索
	BUTTON
	押下により、「検索条件設定」を表示する。

	13
	ログアウト
	BUTTON
	押下により、ログイン画面に遷移する。


以下項目は問診リストの列毎に設定する。

	14
	VITAL(BT)
	TEXT
	数値のみ「XX.X」または「XX」形式で入力する。

	15
	VITAL(HR)
	TEXT
	数値のみ「XXX.X」または「XXX」形式で入力する。

	16
	VITAL(RR)
	TEXT
	数値のみ「XX.X」または「XX」形式で入力する。

	17
	VITAL(SpO2)
	TEXT
	数値のみ「XX.X」または「XX」形式で入力する。

	18
	VITAL(BP_U)
	TEXT
	数値のみ「XXX.X」または「XX」形式で入力する。

	19
	VITAL(BP_D)
	TEXT
	数値のみ「XXX.X」または「XX」形式で入力する。

	20
	更新
	BUTTON
	押下により、14,15,16,17,18,19の入力を保存する。押下及び保存によりリストがリライトされないようにする。内部で記録日時も取得する。

	21
	バイタルグラフ
	画像
	リンク押下により、新規ウインドウでバイタルグラフを表示する。

今回は使用しない。



2.2画面遷移
	分類
	要因
	行動・画面

	遷移元
	認証成功
	ログイン画面

	自己遷移
	自動動作

	ユーザ動作が無く5分経った場合、問診リストを自動更新する。

	遷移先
	リスト内個別リンク押下
	予診・修正画面（正常動作）

	
	診察一覧BUTTON押下
	問診リスト画面（自己画面）（正常動作）

	
	日誌BUTTON押下
	業務日誌リスト画面（正常動作）

	
	検索BUTTON押下
	検索条件設定画面（正常動作）

	
	何らかのエラー発生時
	エラー画面


2.3機能
2.3.1問診リスト表示条件設定機能
フォーム1,2,3,4,5,6,7によって、表示する問診リストの条件を指定する。このうち1,2,3,4,5,6については、施設単位（契約単位）によって機能有効のONOFF、デフォルトを制御する。
	No
	小児パターンA
	小児パターンB
	・・・
	内科パターンA

	
	ONOFF
	デフォルト
	ONOFF
	デフォルト
	
	

	1
	有効
	CHECK
	
	
	
	

	2
	有効
	-
	
	
	
	

	3
	有効
	CHECK
	
	
	
	

	4
	有効
	-
	
	
	
	

	5
	有効
	-
	
	
	
	

	6
	無効
	-
	
	
	
	


7については、問診の保存データ日付を降順で挿入する。挿入範囲は最大180日前までの日付とする。
2.3.2当日集計表示機能
問診リスト上部に、該当日の集計表を挿入表示する。内容は随時更新される。

	No
	項目
	内容

	1
	総数
	該当日の入力問診数をカウントし表示する。

	2
	入力分類
	今回は「小児外来」固定となる。

他には「小児救急」「内科外来」などがある。

	3
	男女数
	該当日の入力問診数を男女別にカウントし表示する。

	4
	年齢範囲
	該当日の入力問診のうち最低年齢と最大年齢を表示する。

	5
	重症度分布
	該当日の入力問診について、重症度判定の軽症・中等症・重症及び超重症のそれぞれをカウントし割合と共に表示する。

	6
	修正数
	該当日の入力問診について、問診を後から修正した数をカウントし割合と共に表示する。

	7
	帰宅/入院/処検数
	該当日の入力問診について、外来カルテ入力機能内で「帰宅」「処置検査あり」と入力された数をカウントし表示する。

今回は入院については固定で0とする。

	8
	Vital入力数
	該当日の入力問診について、Vital入力がされた数をカウントし表示する。

	9
	Dx(Imp)入力数
	該当日の入力問診について、外来カルテ入力機能内で「Diagnosis」が入力された数をカウントし割合と共に表示する。

	10
	外来カルテ入力数
	該当日の入力問診について、外来カルテ入力がされた数をカウントし表示する。

	11
	入院カルテ入力数
	該当日の入力問診について、入院カルテ入力がされた数をカウントし表示する。
今回は固定で0とする。


2.3.3問診リスト表示機能
	No
	項目
	内容

	1
	患者
	日毎に問診入力を記録時間順にカウントアップしそれを表示する。

	2
	入力分類
	固定文字列「小児外来」を表示する。他には「小児救急」「内科外来」などがある。
問診入力の記録時間を、「XX:XX」形式で表示する。

記録時間には、個別に予診・修正画面へのリンクを設定する。

	3
	診察券　性別
	問診で入力された診察券番号を表示する。
問診で入力された性別を表示する。

記録時間には、個別に予診・修正画面へのリンクを設定する。

	4
	年齢　体温(MAX)
	問診で入力された生年月日から、年齢を表示する。
問診で入力された現在の体温を表示する。
問診で入力された今回の最高体温があった場合に、それを表示する。

	5
	症状
	問診で入力された症状を表示する。
主訴/（その他の症状を症状番号順）で表示する。

主訴は強調表示とする。

	6
	判/リ　(修正者)
	問診からの重症度判定とリスクを表示する。
「重症度判定/リスク」とする。症状選択で「その他」「特に気になる症状はない。」の選択がある場合には「判定不能(参考:X)」（この場合のXはそれを除いた状態で求めた最重の重症度判定結果）とする。
問診の修正記録があった場合に、そのログインIDを表示する。

	7
	診察医　状況
	外来カルテ入力について記録があった場合に、最新記録のログインIDを表示する。
外来カルテ入力について記録があった場合に、「帰宅」「処置検査あり」と入力されたときにそれを表示する。

	8
	BT,HR,RR　SpO2,BP
	フォーム14,15,16,17,18,19,20,21を表示する。

	9
	Dx(Imp)　コメント
	外来カルテ入力機能内で「Diagnosis」記録があった場合にその最新を表示する。
問診入力日時より1週間前以内に同患者の問診が存在し、なおかつそこで外来カルテ入力機能内で「コメント」記録があった場合に、その最新を表示する。記録したログインID、日時（「XX/XX」形式）も併記する。この場合、斜体とする。

外来カルテ入力機能内で「コメント」記録があった場合にその最新を表示する。記録したログインIDも併記する。
問診で海外渡航歴の入力があった場合、「1M以内海外渡航歴」を青字で表示する。渡航先の入力があった場合にはそれを併記する。

	10
	QA
	外来カルテ入力機能内で、質問と回答を合わせて最新が「質問」記録であった場合に「？」を表示する。

外来カルテ入力機能内で、質問と回答を合わせて最新が「回答」記録であった場合に「！」を表示する。


2.4その他

リスト表示はデフォルトを降順とする。
リストの各列は重症度判定結果により配色を行う。外来カルテ入力記録がある場合には重症度判定結果に寄らず指定の色とする。判定不能の場合には参考重症度判定結果により配色する。

	No
	条件
	配色

	1
	軽/低
	#EEFFDD

	2
	中/中
	#F8E58C

	3
	中/高
	#F3BF88

	4
	重/中
	#F4B3C2

	5
	重/高
	#FF7777

	6
	判定不能(参考:軽)
	#EEFFDD

	7
	判定不能(参考:中)
	#F8E58C

	8
	判定不能(参考:重)
	#F4B3C2

	9
	外来カルテ入力記録がある場合
	背景：whitesmoke
フォント：silver


この色指定についてはシステム全体の統一設定として変更出来るようにする。
以上

20の更新ボタンについて、ボタンを無くしてフォームからフォーカスが離れた際に毎回保存する方式で問題はあるかどうか。








